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出
典

　
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説　

特
別
活
動
編
」（
文
部
科
学
省　

平
成
三
〇
年

七
月
）

【
会
話
文
】（
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
章
）

【
資
料
①
】
石
垣
島
で
の
修
学
旅
行
感
想
文
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
章
）

【
資
料
②
】【
資
料
③
】
日
本
修
学
旅
行
協
会
「
教
育
旅
行
年
報　

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
２

０
１
７
」

解
　
説

▪
出
題
の
ね
ら
い

　

共
通
テ
ス
ト
で
は
、
授
業
に
お
い
て
生
徒
が
学
習
す
る
場
面
や
、
社
会
生
活
や
日

常
生
活
の
中
か
ら
課
題
を
発
見
し
解
決
方
法
を
構
想
す
る
場
面
、
資
料
や
デ
ー
タ
等

を
も
と
に
考
察
す
る
場
面
な
ど
、
学
習
の
過
程
を
意
識
し
た
場
面
設
定
を
重
視
し
た

出
題
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
に
従
い
、
今
回
は
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
「
特
別
活
動
」
の
中
の
「
旅
行
・
集
団
宿
泊
的
行
事
」
の
一
つ
、
高

校
生
に
は
な
じ
み
深
い
「
修
学
旅
行
」
に
関
す
る
集
団
討
論
と
資
料
か
ら
、〈
今
後

の
修
学
旅
行
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
〉
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
で
、
読
解
力

お
よ
び
記
述
力
を
試
す
問
題
と
し
た
。

　

高
校
生
活
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
思
わ
れ
る
修
学
旅
行
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
生
徒

の
感
想
文
や
統
計
グ
ラ
フ
か
ら
現
代
的
な
特
色
を
見
出
し
、
理
解
を
深
め
、
答
案
に

反
映
さ
せ
て
ほ
し
い
。
一
般
的
な
入
試
に
登
場
す
る
評
論
文
と
は
異
な
り
、
実
用
的

な
文
章
と
会
話
文
と
い
う
形
式
に
戸
惑
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
難
解
な
も
の
で
は
な

い
。
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
柔
軟
に
対
処
で
き
る
だ
け
の
力
を
備
え
て
お
き
た
い
。

第
１
問

【
概
要
】

　

会
話
文
に
お
け
る
発
言
の
要
旨
を
話
者
ご
と
に
箇
条
書
き
で
ま
と
め
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

・
金
沢
：
私
た
ち
は
昨
年
秋
、
奈
良
・
京
都
の
修
学
旅
行
を
満
喫
し
た
。

・
水
戸
：
神
社
や
お
寺
ば
か
り
で
飽
き
た
。

・
宮
崎�

：
修
学
旅
行
の
最
大
の
目
的
は
、
集
団
活
動
を
通
し
て
人
間
的
に
成
長

す
る
こ
と
だ
か
ら
、
自
分
に
と
っ
て
興
味
の
な
い
場
所
に
行
く
こ
と
に

も
意
味
が
あ
る
。

・
長
野�

：
人
間
的
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、
興
味
関
心
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
だ
。

・
松
山�

：
修
学
旅
行
に
体
験
学
習
を
取
り
入
れ
る
学
校
が
増
え
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
生
活
環
境
と
は
異
な
る
場
所
で
の
体
験
は
、
刺
激
的
で
有

益
だ
。

・
大
坂�

：
体
験
学
習
の
人
気
が
見
学
活
動
を
追
い
抜
く
日
も
近
そ
う
だ
。

・
水
戸�

：
新
し
い
体
験
が
得
ら
れ
る
修
学
旅
行
で
は
、
視
野
を
広
げ
て
自
分
や

世
界
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

・
宮
崎�

：
集
団
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
他
の
仲
間
と
協
調
し
て
信
頼
関
係
を
深
め

て
い
く
訓
練
と
し
て
、
修
学
旅
行
に
参
加
す
る
べ
き
だ
。

・
長
野�

：
修
学
旅
行
で
は
「
班
別
の
自
主
行
動
」
が
一
般
的
に
な
っ
て
お
り
、

集
団
の
規
律
や
人
間
関
係
は
あ
ま
り
意
味
を
も
た
な
く
な
る
の
で
は
。

・
松
山�

：
修
学
旅
行
の
傾
向
は
「
班
別
の
自
主
行
動
」
に
よ
る
「
体
験
学
習
」

に
移
っ
て
き
て
い
る
が
、「
教
師
と
生
徒
、
生
徒
相
互
の
人
間
的
な
触

れ
合
い
や
信
頼
関
係
の
大
切
さ
を
経
験
し
、
楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
従
来
の
姿
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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問
１　
《
傍
線
部
の
内
容
説
明
問
題
》

（
正
答
例
）
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
体
験
を
通
し
て
、
学
習
活
動
を
充
実
発
展
さ
せ

る
（
こ
と
。）（
28
字
）

　

傍
線
部
の
内
容
に
つ
い
て
、
冒
頭
に
あ
る
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説　

特

別
活
動
編
」（
以
下
、「
指
導
要
領
解
説
」）
か
ら
同
内
容
の
箇
所
を
探
し
て
記
述
す

る
設
問
で
あ
る
。
共
通
テ
ス
ト
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
【
複
数
の
テ
ク
ス
ト
の
比

較
】
と
い
う
方
針
に
従
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
（
も
っ
と
も
、
記
述
問
題
は
原
則
的

に
、
文
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
句
を
利
用
し
て
答
え
る
べ
き
で
あ
る
）。

　

ま
ず
、
傍
線
部
の
水
戸
の
発
言
に
あ
る
「
観
光
を
通
じ
て
…
…
学
び
が
深
ま
る
よ

う
な
活
動
を
設
定
す
る
」
と
い
う
発
言
内
容
を
吟
味
し
よ
う
。「
観
光
」
と
は
〈
他

の
国
や
地
方
の
風
景
・
史
跡
・
風
物
な
ど
を
見
物
す
る
こ
と
〉
で
あ
る
。
ま
た
、
学

校
に
お
け
る
「
学
び
が
深
ま
る
よ
う
な
活
動
」
と
は
、「
学
習
活
動
」
そ
の
も
の
に

他
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
と
最
も
よ
く
対
応
し
て
い
る
部
分
を
「
指
導
要
領
解
説
」
の
中
に

探
す
と
、

・�「
校
外
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
体
験
を
通
し
て
、
学
校
に
お
け
る
学
習

活
動
を
充
実
発
展
さ
せ
る
」（
ℓ
２
・
３
）

・�「
自
然
や
文
化
・
社
会
に
親
し
み
、
新
た
な
視
点
か
ら
学
校
生
活
や
学
習
活
動
の

意
義
を
考
え
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
」（
ℓ
20
～
22
）

と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
元
に
、

⑴
（「
観
光
を
通
じ
て
」
に
対
応
す
る
）「
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
体
験
を
通
し
て
」

あ
る
い
は
「
自
然
や
文
化
・
社
会
に
親
し
み
」
と
い
っ
た
要
素

⑵
（「
学
び
が
深
ま
る
」
に
対
応
す
る
）「
学
習
活
動
を
充
実
発
展
さ
せ
る
」
あ
る
い

は
「
学
習
活
動
の
意
義
を
考
え
」
と
い
っ
た
要
素

の
二
点
を
取
り
込
み
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
三
十
字
に
近
い
字
数
に
調
整
し
て
答
え

れ
ば
よ
い
。

　

⑴
に
つ
い
て
は
、「
自
然
な
ど

0

0

に
」
と
ま
と
め
る
の
は
許
容
だ
が
、「
自
然
の
中

で
」
な
ど
と
一
つ
の
要
素
に
限
定
し
た
も
の
は
不
可
。
ま
た
、「
日
常
と
異
な
る
環

境
の
中
で
・
校
外
で
の
体
験
を
通
し
」
な
ど
と
す
る
の
み
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
か
の
具
体
性
を
欠
く
も
の
も
不
可
。

　

⑵
に
つ
い
て
は
、「
充
実
」「
発
展
」
は
一
つ
あ
れ
ば
可
。
ま
た
、「
学
習
活
動
の

成
果
を
活
用
す
る
」（
ℓ
18
）
の
部
分
を
使
っ
て
言
い
換
え
た
も
の
も
可
。「
集
団
活

動
・
社
会
生
活
・
人
間
関
係
」
な
ど
に
限
定
し
、「
学
習
」
に
触
れ
て
い
な
い
も
の

は
不
可
。

問
２
《【
資
料
③
】
の
内
容
把
握
問
題
》

（
正
答
例
）
前
者
が
一
位
で
あ
り
続
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
全
項
目
の
中

で
最
も
順
位
を
上
げ
て
い
る
（
38
字
）

　

図
表
な
ど
の
デ
ー
タ
の
読
み
取
り
も
、
共
通
テ
ス
ト
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、
二
〇
一
七
年
七
月
に
公
表
さ
れ
た
「
共
通
テ
ス
ト
実
施
方
針
」
で
は
「
情

報
を
編
集
し
て
文
章
に
ま
と
め
る
こ
と
」
に
関
わ
る
能
力
の
評
価
を
重
視
す
る
と
う

た
わ
れ
て
い
る
。

　

空
欄
の
あ
る
大
坂
の
発
言
は
、「【
資
料
③
】
の
『
重
点
を
置
い
た
活
動
内
容
』」

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
即
し
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
空
欄
に
は
「『
遺
跡
、
史
跡
、

文
化
財
、
寺
社
な
ど
の
見
学
』（
前
者
）
と
石
垣
島
の
民
泊
の
よ
う
な
『
い
な
か
暮

ら
し
体
験
』（
後
者
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
項
目
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
に

注
目
し
て
前
々
回
か
ら
今
回
ま
で
」
比
較
し
て
わ
か
っ
た
内
容
が
入
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、【
資
料
③
】
の
「
遺
跡
、
史
跡
、
文
化
財
、
寺
社
な
ど
の
見
学
」

の
項
目
を
見
る
と
、
ず
っ
と
一
位
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。

　

一
方
、「
い
な
か
暮
ら
し
体
験
」
は
、「
産
業
や
産
業
遺
産
の
見
学
」「
そ
の
他
の

ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
と
と
も
に
順
位
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
坂
は
空
欄
に

続
け
て
、「
体
験
学
習
が
見
学
活
動
を
追
い
抜
く
日
も
そ
う
遠
く
な
さ
そ
う
」
と
発
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言
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
空
欄
に
は
「
い
な
か
暮
ら
し
体
験
」
と
い
う
「
体
験
学

習
」
の
順
位
の
上
昇
を
指
摘
す
る
言
葉
が
必
ず
入
る
と
予
想
で
き
る
。
し
か
も
よ
く

見
る
と
、「
い
な
か
暮
ら
し
体
験
」
は
前
々
回
が
17
位
、
前
回
が
13
位
、
今
回
が
7

位
と
上
昇
を
続
け
て
お
り
、
全
項
目
中
、
最
大
の
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、
空
欄
に
入
る
べ
き
内
容
は
、

⑴
前
者
（「
遺
跡
、
史
跡
、
文
化
財
、
寺
社
な
ど
の
見
学
」）
が
、
三
年
間
変
わ
ら

ず
に
一
位
で
あ
る
こ
と

⑵
後
者
（「
い
な
か
暮
ら
し
体
験
」）
は
、
全
項
目
中
で
最
大
の
順
位
の
伸
び
率
を

示
し
て
い
る
こ
と

の
二
点
に
し
ぼ
れ
ば
よ
い
。
大
坂
の
発
言
の
重
心
は
⑵
に
あ
る
が
、
⑵
を
強
調
す
る

た
め
に
も
⑴
は
必
要
で
あ
る
。

　

⑴
に
つ
い
て
は
、
三
年
間
ず
っ
と
「
最
高
位
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
可
だ

が
、「
高
い
順
位
・
高
位
」
で
は
不
可
。

　

⑵
に
つ
い
て
は
、
単
に
「
急
激
に
順
位
を
上
げ
た
」
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
〈
上

昇
率
が
最
大
〉
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
を
可
と
す
る
。

問
３　
《【
会
話
文
】
全
体
の
内
容
把
握
問
題
》

（
正
答
例
）
集
団
活
動
に
お
け
る
人
間
的
な
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
規
律
や
公
衆
道

徳
、
責
任
感
や
協
調
性
な
ど
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
人
間
的
に
成
長
で
き
る
。

さ
ら
に
、
日
常
の
生
活
環
境
と
は
異
な
る
自
然
や
文
化
な
ど
の
中
で
新
鮮
な
体
験

を
す
る
こ
と
で
、
視
野
を
広
げ
、
自
分
や
世
界
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

�

（
120
字
）

　

空
欄
に
は
、
修
学
旅
行
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る
金
沢
が
、
松
山
先
生
の
言
葉
を

受
け
て
、「
修
学
旅
行
の
今
日
的
な
意
義
」
を
ま
と
め
た
発
言
が
入
る
。

　

設
問
で
は
、
解
答
の
一
文
目
に
「
集
団
活
動
」、
二
文
目
に
「
体
験
」
と
い
う
言

葉
を
使
う
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
注
意
し
て
松
山
先
生
の
発
言
を

見
る
と
、

　
　

�

修
学
旅
行
の
基
本
は
、
多
様
な
「
体
験
」
を
学
ぶ
こ
と
よ
り
も
、「
集
団
活

動
」
の
在
り
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
あ
る

と
い
う
形
で
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
設
問
で
は
、
一
文
目
と
二
文
目
を
「
さ
ら
に
」
と
い
う
接
続
語
（
副
詞
）
で

結
ぶ
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。〈
Ａ
さ
ら
に
Ｂ
〉
と
い
う
構
文
の
場
合
、
た
と

え
ば
、「
以
前
よ
り
も
さ
ら
に
現
在
は
美
し
い
」
な
ど
の
よ
う
に
、
Ａ
よ
り
も
Ｂ
の

レ
ベ
ル
が
上
が
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
多
い
。
と
す
れ
ば
、

　
　

�（
修
学
旅
行
の
今
日
的
な
意
義
は
）「
集
団
活
動
」
の
在
り
方
を
身
に
つ
け
る
と

い
う
基
本
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
、〈
さ
ら
に
〉
多
様
な
「
体
験
」
を
学

ぶ
こ
と
に
あ
る

と
い
う
方
向
で
ま
と
め
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
次
に
「
集
団
活
動
」
の
在
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、「
指
導
要
領

解
説
」
か
ら
該
当
す
る
箇
所
を
抜
き
出
し
て
み
る
。

・「
集
団
活
動
を
通
し
て
、
教
師
と
生
徒
が
寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教

師
と
生
徒
、
生
徒
相
互
の
人
間
的
な
触
れ
合
い
や
信
頼
関
係
の
大
切
さ
を
経
験
し
、

楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
」（
ℓ
３
～
６
）

・「
集
団
生
活
を
通
し
て
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い
て
の
体

験
を
積
み
、
集
団
生
活
の
き
ま
り
や
社
会
生
活
上
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
考
え
、
実

践
し
、
互
い
を
思
い
や
り
、
共
に
協
力
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
の
よ
り
よ
い
人
間

関
係
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
」（
ℓ
６
～
10
）

・「
集
団
生
活
の
在
り
方
や
社
会
生
活
上
の
ル
ー
ル
、
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い
て
理

解
し
、
必
要
な
行
動
の
仕
方
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
」（
ℓ
14
～
16
）

・「
集
団
生
活
の
在
り
方
や
公
衆
道
徳
に
つ
い
て
考
え
、
学
校
生
活
や
学
習
活
動
の

成
果
を
活
用
す
る
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」（
ℓ
17
～
19
）

　

ま
た
、【
会
話
文
】
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

・「
集
団
活
動
を
通
し
て
人
間
的
に
成
長
す
る
」（
宮
崎
第
一
回
）

・「
集
団
の
中
で
ル
ー
ル
を
守
り
、
他
の
仲
間
と
協
調
し
て
信
頼
関
係
を
深
め
て
い
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く
」（
宮
崎
第
二
回
）

・「
集
団
の
中
で
の
協
調
性
や
責
任
感
」（
松
山
第
二
回
）

　

こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
、
解
答
に
必
要
な
要
素
は
次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

⑴
（「
集
団
活
動
」
の
具
体
的
な
姿
）「
寝
食
を
共
に
す
る
」「
人
間
的
な
触
れ
合

い
」「
互
い
を
思
い
や
り
、
共
に
協
力
し
あ
っ
た
り
す
る
」

⑵
（「
集
団
活
動
」
で
学
ぶ
も
の
）「
信
頼
関
係
の
大
切
さ
」「
生
活
習
慣
や
公
衆

道
徳
」「
集
団
生
活
の
き
ま
り
や
社
会
生
活
上
の
ル
ー
ル
」「
集
団
生
活
の
在
り

方
や
社
会
生
活
上
の
ル
ー
ル
、
公
衆
道
徳
」「
集
団
生
活
の
在
り
方
や
公
衆
道

徳
」「
ル
ー
ル
を
守
り
」「
協
調
性
や
責
任
感
」

⑶
（「
集
団
活
動
」
の
最
終
目
的
）「
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
形
成
」「
人
間
的
に

成
長
」

　

こ
れ
ら
を
元
に
、
第
一
文
は
〈
集
団
活
動
に
お
け
る
人
間
的
な
触
れ
合
い
を
通
し

て
、
規
律
や
公
衆
道
徳
、
責
任
感
や
協
調
性
な
ど
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
人
間
的

に
成
長
で
き
る
〉
の
よ
う
に
ま
と
め
る
と
よ
い
。

　

一
方
、「
体
験
」
に
つ
い
て
は
、
問
１
で
も
少
し
触
れ
た
が
、「
指
導
要
領
解
説
」

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

・「
校
外
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
体
験
を
通
し
て
、
学
校
に
お
け
る
学
習

活
動
を
充
実
発
展
さ
せ
る
」（
ℓ
２
・
３
）

・「
豊
か
な
自
然
や
文
化
・
社
会
に
親
し
む
こ
と
の
意
義
を
理
解
す
る
」（
ℓ
13
）

・「
日
常
と
は
異
な
る
環
境
や
集
団
生
活
に
お
い
て
、
自
然
や
文
化
・
社
会
に
親
し

み
、
新
た
な
視
点
か
ら
学
校
生
活
や
学
習
活
動
の
意
義
を
考
え
よ
う
と
す
る
態
度

を
養
う
」（
ℓ
20
～
22
）

　

ま
た
、【
会
話
文
】
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

・「
冒
険
と
同
じ
よ
う
な
新
鮮
な
体
験
」（
松
山
第
一
回
）

・「
日
常
か
ら
離
れ
て
新
し
い
体
験
が
得
ら
れ
る
修
学
旅
行
で
あ
れ
ば
、
視
野
を
広

げ
て
自
分
や
世
界
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
、
将
来
の
進
路
決
定
に
も
役
立
ち

そ
う
」（
水
戸
第
二
回
）

　

こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
、
解
答
に
必
要
な
要
素
を
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
。

⑷
（「
体
験
」
の
具
体
的
な
姿
）「
豊
か
な
自
然
や
文
化
に
触
れ
る
」「
豊
か
な
自

然
や
文
化
・
社
会
に
親
し
む
」「
日
常
と
異
な
る
環
境
や
…
…
自
然
や
文
化
・

社
会
に
親
し
み
」

⑸
（「
体
験
」
で
学
ぶ
も
の
）「
学
校
に
お
け
る
学
習
活
動
を
充
実
発
展
さ
せ
る
」

「
新
た
な
視
点
か
ら
学
校
生
活
や
学
習
活
動
の
意
義
を
考
え
」「
日
常
か
ら
離
れ

て
新
し
い
体
験
が
得
ら
れ
る
」

⑹
（「
体
験
」
の
最
終
目
的
）「
視
野
を
広
げ
て
自
分
や
世
界
を
見
つ
め
直
す
」

　

こ
れ
ら
を
元
に
、
第
二
文
は
〈
さ
ら
に
、
日
常
の
生
活
環
境
と
は
異
な
る
自
然
や

文
化
な
ど
の
中
で
新
鮮
な
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
視
野
を
広
げ
、
自
分
や
世
界
を
見

つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
る
〉
な
ど
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

実
際
の
採
点
に
際
し
て
は
、「
集
団
活
動
」「
体
験
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
⑴

～
⑶
・
⑷
～
⑹
の
要
素
の
２
つ
以
上
の
項
目
に
触
れ
、
自
然
な
文
章
で
ま
と
め
て
あ

れ
ば
可
と
す
る
。


